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スズタケの生態に関する研究

一単葉の光合成能一

汰木達郎・大賀祥治

我々は乙れまでスズタケ群溶を構成する個体の生長を中心にして12年間にわたる長期的な群落の

動きについて調べた。稗の年齢構成については，最も古い稗は10年生以上のものがあること，また

葉群も年齢の異なった葉から構成され， もっとも古い葉は 4年生以上であることを明らかにし， と

くに当年生葉が光合成に関しては主要な役割を占める乙とを示唆した。

葉の光合成能については多くの報告がなされており，葉の年齢と光合成能との関係についてもい

ろいろな植物で、調べられている。しかしササ類については群落のバイオマスの面からは多くの報告

がなされているが，単葉の光合成能についてはほとんどなされていない。そこで鉢植えにしたスズ

タケを用いて光合成能の葉齢によるちがいと，その季節変動を1984年より調べているので， これま

で、の結果について報告する。

材料と調査法

光合成測定にもちいたスズタケは1983年12月に九州大学宮崎演習林22林班の標高1000m付近より

掘り取り，標高70mの九州大学粕屋演習林構内のワグナーポットに移植されたものである。したが

って， 乙の光合成測定に用いたスズタケは本来の生育地とは当然自然環境が異なっている。

光合成測定は枝・葉を切り取ることなく，鉢植えの状態で単葉を同化箱に固定し，通気法により

赤外線ガス分析計を用いて測定した。なお測定は全期聞を通して同一葉について行なうようにした。

測定温度としては葉裏に接触させた熱電対で、測定した葉温を用いた。なお気温はし5mの高さで測

定したo

結果と考察

一般にスズタケの新葉は平均気温が15~200Cになると展開してくる。この鉢植えの場合 6 月下旬

から 7月上旬にかけて全ての新葉の展開が完了しているo

明るさと光合成能

ブナ林下のスズタケは相対照度20労以下というかなり貧弱な光環境のもとに生育していることか

ら判断して，かなり耐陰性の高い植物であると考えられるが，光合成と明るさとの関係をみると，

何れの葉齢でも 7月の測定では 40Klux 付近で光飽和状態になることを示した。しかし当年生

葉は 9月の測定でさらに飽和点が上昇し，葉が成熟するほど光飽和点が高くなることを示してい

るO なお県はスズタケは弱光条件下でも比較的有利に物質生産を営みうるタイプの光合成能力をも

っササであろうと推測しているo

温度と光合成能

スズタケは普通ブナースズタケ群集としてブナ林の下層群落を構成しているが，上層木であるブ

ナの葉の光合成の最適温度は20~250Cであることが知られている o そこで群集の一万の構成要素で
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あるスズタケの温度特性を調べてみた。当年生葉の光合成能がもっとも高く葉齢がますほど低い値

を示した。また何れの葉齢でも20
0Cのところに最高値が現れており，スズタケの光合成能の最適温

度は20
0

C前後にあるという乙とができる。

このスズタケの最適温度がブナのそれとほぼ類似の水準にあるととはスズタケとブナの共存を可

能ならしめている要因の 1つであろうと考えられるo

光合成能の季節変動

当年生葉の光合成能がどのように発達・変動していくかを温度20
0
C，明るさ 30Klux の条件下

で調べてみると，当年生葉の光合成能は開葉当初の 7月は前年葉よりもかなり低い値であるが，次

第に上昇するo一方前年葉は低い水準で推移し 9月の測定では両者の関係は完全に逆転してい

る。このように当年生葉は発生後はやい時期に前年葉よりも高い光合成能を獲得している。当年生

葉はさらに12月上旬までは上昇を続け最高値に達しているが，その後急速に低下するo若杉はモウ

ソウチクの陽葉について12月に最高の光合成能を測定し，その後急速に低下することを認めてい

るD ととろで気温の動きは年によって多少乙となるが，試験を行なった地点では12月上旬までは最

低気温がOOc以下に下がることはない。中旬以降になると oOc以下の日が頻繁に出現するようにな
る。このような気温の動きと光合成の変動とを対応させてみると，スズタケの葉の光合成能は最低

気温がOOc以下になるような低温に遭遇すると急速に低下している乙とがわかる。
そ乙で乙の低温の光合成にたいする影響を明らかにするため鉢植えのスズタケのうち 1つの鉢を

低温期に入る前の12月上旬に屋内に入れて，屋外のものと比較してみた。低温期に入った翌年の 1

月の測定では屋外のものは屋内のものに比べその光合成能はかなり低下していた。なおこの期間屋

内の気温はoOc以下に下がることはなかった。この測定のあと屋内のスズタケも屋外に出して次の
寒波をへたのち光合成を測定すると，その能力は屋外のものとほぼ同程度にまでに低下していた。

この乙とは低温が光合成能を明らかに低下させることを裏付けている D

このようにスズタケの葉の光合成能はOOc以下の低温に遭遇すると急速に低下し，低い水準で推
移するo しかし春の気温上昇期を迎えてもこの低下した光合成能の再上昇はほとんどみられない。

この点が大島がしらべたチシマザサ (Sαsa kurilensis)とは異なっている o チシマザサの当年生

葉は雪に埋もれている期聞をのぞいて翌年の 7月まで最高の光合成能を維持している。冬季寒風に

さらされたスズタケの葉は周辺部が白色イじすることに見られるように組織的に被害を受けており，

この乙とは生理的な活性にも影響していると推量されるo一万，チシマザサの葉は冬季は雪によっ

て保護されるため乙のような被害はうけないものと考えられるo

9月の測定で一時的に光合成能が低下したがこれは8月末に襲来した台風の影響であろうと考え

られる D 強風にさらされたため， 秤全体が機械的な傷害をうけその影響が現れたものと考えられ

るO

研究成果

汰木達郎， 大賀祥治:スズタケの生態に関する研究 (ill)一葉齢と光合成一日林九支研， 39， 

(投稿中〉
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北方林の群落生態学的研究

一落葉広葉樹二次林の生長と枯損について-

井 上

本学北海道演習林における広葉樹二次林の施業的基礎資料を収集するため， 1980~1984年にわた

って林分および優占樹種の生長状態を定置枠法により調査・測定してきたが，本年度はこれまで 5

年間のデータの取りまとめを行い，一応の成果が得られたので報告するO

調査に際しては，二次林が地形や起伏の違いによって様々な樹種が群をつくり混交しているので，

現地の実態に則し，尾根型・平衡斜面・沢型・沢地の 4地形型に対応する優占樹種の辞落型として

9種類の群落型(A"，--， 1)-尾根型:モンゴリナラ類林(A・B)，平衡斜面:モンゴリナラ類林(c)・イ

ヌエンジュ林(D)，沢型:ハJレニレ林(E)・イタヤカエデ林(F)・ヤチダモ(G)，沢地:ハンノキ林(H)・ヤナ

ギ類林(I)ーに大別した。各群落ごとに得られた連年の林分蓄積量，枯損量，進界木数などの群落動態

に関する資料を表-1 ~ 3 ~乙示す。これらの調査結果はいずれも森林がたどる長い群落環の中の短

期間の推移であるが， 1981年の大型台風による風倒害発生は群落環境に急激な変化をもたらし，風

害後の群落動態の一部をとらえる乙とができた乙とは有意義であった。ここにその概要を述べる o

1.林分の材積生長量について

いずれの群落も林齢が約50~70年であり， 年平均生長量と生長率の平均は1.7nrと1.1%になっ

た。乙の数値を基準に各群落の生長をみると，地形の違いによって大きな生長差がある乙とが分か

るO すなわち尾根型岩磯地Bと沢地のH・Iは平均以下で，特に Iはマイナス生長となった。これ

はB地形が乾燥した生産力の乏しい土地条件で樹木の生長が悪いこと，また Iのヤナギ類はもとも

と先駆樹種であり寿命が50~60年と短い特性をもっている乙と さらに加えても1年の風倒害が生

長量の損失に大きく効いたことなどの要因が考えられる O しかし他の群落では風害後 2~3 年で喪

失生長量のギャップを埋める以上の生長増加がみられたことは，群落上層木の倒伏・折損による樹

木間の競争緩和と群落内部の光環境の改善につながる効果があったことを示すものといえる D

2.優占樹種の枯損について
台風は明らかに各群落l乙枯損量の増加をもたらした。それぞれの優占樹種の枯損率の平均をとる

と3.9%で， 平均以上がD・Iの樹種であった。しかし年平均生長量と年平均枯損量との関係から

みると Dは必ずしも林分の生長は衰退してなく持直しているが IをはじめとするBゃHは現時

点では衰退型の群落といえる O このように枯損率が高くても生長(進界木も含む〉が十分に行われ

れば持直し型となり，一方，短命の特性をもつものや土地条件から生長の衰えた樹種を優占種にす

るものは減少型をとるものと考えてよく， この二つの型が存在することは優占樹種の枯損と林分の

生長とがあまり対応していないものといえる O

3.優占樹種の進界木について

年間の初当たり進界木数は風害後2年自に多く発生した。これは生長量の増加と同様に，樹木聞

の競争緩和と詳落下層の光条件が良くなったことから増加したものと考えてよいようであるO 年平

均本数がhα当たり 4~25本と群落によって大きな差があるが， これを枯損と対照してみると，枯損

量と進界木数は相対応した関係にあることが分かるo しかしBとIの優占樹種群は枯損と進界木と

のバランスが悪く，進界率がともに 0.4%と著しく低くなった。乙の乙とは，両詳落とも樹冠部位に
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枯死した幹や枝をもっ立木が多いことから，樹木の生長活力の低下に伴う進界木発生数の減少とし

てとらえられ，その要因としてBは滑悪な土地条件に Iは短命という樹種特性によるものであろ

うと考える。今後としては， このような群落の生長活力の差が二次林施業上の伐採木選定に際し示

唆を与える点などの応用面も考慮しながら，長期にわたる群落の動態の資料を収集していきたい。

表-1 二次林群落における林分蓄積量の年次変化

記号|群 落 型 |l捌年 I1981年 I1982年|附年|附年|年平均|~長率

A モンゴリナラ類林 16767.f8 /加 16797.f3 /flG 

B モンゴリナラ類林 147.4 144.7 

C モンゴリナラ類林 202.6 204.2 

D イヌエンジュ林 124.9 126.9 

E ハルニレ林 142.7 144.4 

F イタヤカエデ林 109.8 111.2 

G ヤチダモ林 124.5 125.2 

H ハンノキ林 81. 8 80.1 

I ヤナギ類林 66.4 63.5 

277. f/hα 
172.5 

7677. f/fIG 
176.4 

145.5 146.9 

205.3 208.2 

127.3 130.5 

146.4 149.6 

112.4 114.7 

126.3 128.8 

80.2 81.0 

63. 7 64.8 

nf/hal nf/hα.年
181. 3 I 3.63 

147.8 I 0.10 

212.6 

134.3 

152.9 

117.8 

131. 9 

82.0 

65.9 

2.50 

2.35 

% 
2.1 

0.1 

1.2 

1.8 

〔注〉材積:D. B.H. 6叩以上を対象とし，蓄積量には進界量を含む。

表-2 二次林群落の優占樹種における枯損量の年次変佑

記号l瓦九種 lfiE「附年|即年|扇町両川合枯損手元両民
nf/ha nf/ha nf/ hal nf/ha: nf/hal nf/加Inf/ha.年l 労

A モンゴリナラ類 155.1 3.20 一 O. 64 I O. 96 I 4. 80 I 1. 20 I O. 8 
B モンゴリナラ類 141.1 8.32 O. 32 I 8.64 I 2. 16 I 1. 5 
C モンゴリナラ類 174.6 6.56 0.16 0.48 7.20 1. 80 1.0 

D イヌエンジュ 36.6 4.75 2.25 0.25 7.25 1. 81 4.9 

E ハルニ レ 48.2 3.68 0.04 0.07 0.11 3.90 0.98 2.0 

F イタヤカエデ 35.6 1.00 0.25 1. 25 2.50 0.63 1.8 

G ヤ チ ダモ 64.3 3.80 0.80 0.64 5.24 1. 31 2.0 

H ノ¥ ン ノ キ 52.1 4.50 0.25 4. 75 1.19 2.3 

ヤ ナ ギ類 17.2 11. 50 0.50 o.25 I 0.75 I 13.00 I 3.25 I 18.9 

〔注〉枯損率:D. B. H. 6叩以上を対象とし， 1980年時点での蓄積に対する年平均枯損量の比率で表す。
1981年:台風15号による風倒木の被害材積を含む。

表-3 二次林群落の優占樹種における進界木数の年次変化

記号|優占樹種 |280装1 1981年|日82年 1 19畔 I 1984年|総本数|年平均|進界率

受づ本10/fzG 本16/hα 本/ha 本16/加i 本/hai 本32/hd1本/hα.年1
A モンゴリナラ類 1， 104 一 8.0 O. 7 

B モンゴリナラ類 960 16 16 4.0 0.4 

C モンゴリナラ類 1，008 32 32 8.0 0.8 

D イヌエンジュ 550 50 25 25 100 25.0 4.5 

E ノ¥jレニ. レ 448 16 16 一 32 8.0 1.8 

F イタヤカエデ 500 25 25 6.3 1.3 

G ヤ チダモ 720 32 32 8.0 1.1 

H ノ¥ ン ノ キ 850 25 25 50 12.5 1.E 

ヤ ナ ギ類 1，375 25 25 6.3 0.4 

〔注〉進界率:D. B. H. 6叩以上を対象とし， 1980年時点での本数に対する年平均進界木数の比率で表す。

研究成果

井上晋・野上啓一郎・馬淵哲也:道東内陸低山帯における広葉樹二次林の動態 (ll)一生長と

枯損について一， 96回目林論， 379~380， 1985 
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森林レクリェーションに関する計画設計論的研究

一自然地域における歩道(網)の計画設計一

辞 孝 夫

「自然とのふれあいJの場が重視される今日，自然地域でのスポーツ・レクリェーションについ
ての研究がすすめられつつあり，特K，野外活動拠点(野外活動センター・青年の家など)， キャ

ンプ場，海水浴場，マリーナ，などの施設の設計基準や，サイクリング，オリエンテーリング，フ

ィーノレドアーチェリーなど，小施設を伴う移動型レクリェーションの場の構成方法については，多

くの成果がある。

しかし，単なる移動手段ではなく，歩く乙と自体が目的となるようなレクリェーション，すなわ

ち，登山，ハイキング，自然探勝などの分野についての研究は少なく，登山道やハイキングコース

などがレクリェーション施設として検討されることはなかったようである。

ハイキングや自然探勝等を目的とする歩道について，いくつかの点から検討をすすめているが，

その視点は，概略，以下のとおりである。

まず，計画論的な意味では，①自然地域における歩道(網)の目標効果の明確化，②地域計画の

中での歩道網の位置づけ，③歩道整備の質・量の基準，などについて検討をすすめている口

また，設計手法論的な意味からは，①コース設定の手法，②歩道の構造・規格の基準，③付帯施

設の設計，①魅力の付加，体験の質の向上のための演出などについて，ケーススタディを重ねてい

るD

歩道設定が問題になる場面として， コースの難易により次の 3つのタイプを想定し 2・3の項

目についてこれまで得られた知見を述べる。

① 自然公園の集団施設地区など，利用拠点を中心とした自然研究路的なコース

② 家族向包および一般初心者向きのハイキングコース

@ 健脚向きハイキングコース，および登山コース

1.延長，収容力

半日ないし 1日のハイキングとしては10/"'.J20加のコースを考えることが多い。また， 自然研究路

など解説板などを備えた探勝用歩道は，所要時間 3r-.-4時閣を想定した延長ヲ r-.-6km程度のものか

ら，所要時間 1r-.-2時間をみた延長2km前後のものが普通である D

自然研究路については，拠点までの交通手段として自家用車の利用が増え，長く歩くことを避け

る傾向があることを考えれば， 30分程度で 1周できる回遊コースの検討も必要である o

歩道の質にもよるが，森林地帯では lつのコース上に100r-.-150mの間隔以下で、別の利用クVレープ

がいることは，やや過密であるとの感じを受ける。原始性の高さを魅力のひとつとしようと思えば，

1日あたりの利用ク勺レープ数が数クやループから 10ク令ループ以下でなければならないだろうが，ハイ

キングにヘッドフォンステレオを着けて歩かねば落ち着かないといった世代にとっては，人影のみ

えないハイキングコースは不安であるのかも知れない。

理想値として，面積あたりの歩道長や面積あたりの歩道利用者数が提案することもできるが，現

実には，広域におけるその現場の役割や，その歩道をどのような雰囲気の場として計画するかとい
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ったことにより，歩道長と利用のさせ万を決める万が望ましい。

2. コースの設定

全くの更地に新たに路線設定をして歩道を作るといったことは，集団施設地区周辺の湿原や原野

などを対象とした短距離コースの場合の他はまれである O 一般のハイキングコースの場合は，既存

の一般道路や農道などを利用することが多く， ここでは， コースの選択が問題とされる。また，登

山道などでは，安全で短距離であることが第 1になるので，新設の場合でも，そう多くの選択の余

地があるわけではない。

コースの選択に際しては，以下のような点に留意する必要があるO

① 迷いにくいこと，危険がないこと

② 風景の展開や人文的資源，自然現象など魅力地点の通過について考慮されていること

③ 移動に伴って展望の型や，植生や地形などに適切な変化とリズムをもつこと

3.構造・規格

幅員は散策用で1.5m，登山道で1.Om程度が標準とされる O しかし， これも現地の地形，植生次

第であって，例えば，低いササなどの林床をもっ疎林では，幅員50仰で、も充分歩けるのに対し，ス

スキ草原の中だと，幅1.5mの歩道であってもさらに両側 1mずつほど刈払わねば夏は通り難い。

勾配は，散策的な歩道では 5~1O%程度がよく， 15%を越す場合は階段が必要である O 登山道な

どでは， 25%を越すと階段が必要であるが，路面の浸食の起りそうな場所ではそれ以下でも横断溝

を兼ねた階段や石敷きなどを設けた万がよい。山地に歩道を新設する場合の横断構造は，土壌浸食

植生に対する影響，および眺望の展開などを考慮して決定することが望ましい。

この他に，付帯施設の設置間隔や有機的な関連性，デザイン的な統調，なども重要な検討課題で

ある。付帯施設としての説明板，指導標などについては，別途l乙，同時利用者数・板面の大きさ・

文字の大きさ，の関係を中心に設計基準を検討している O

4.貴重な動植物の保存との関連

自然に親しんでもらうために歩道を用意することが，貴重な動植物の生存，とと育を損うようなこ

とになってはならない。自然歩道においては，特に珍しい植物の盗掘が心配されることがあるo

非常に貴重なものには，場合によっては，近づかせないようなコース設定が必要な場合もあるだ

ろうが，自然との出会いに感動を覚えさせるような環境をつくってやれば，自然を傷つけることも

少ないと考えるべきであろう o その意味からも環境の質を高めるためのさまざまな演出が期待され

るところである D

歩道の計画・設計は，ケースごとに特殊な要素に支配されるところが大きく，殊に，魅力ある自

然歩道色合理的なコストで、作っていくためには，現地に即して判断していかなければならない面

が多いため，一般論としての設計基準や，設計要項の提案には限界があることも確かである。

研究成果

1 )観光レクリェーション施設の整備(小石原村産業振興計画調査報告書，第5章)， 1984 

2)森林観光・レクリェーションの構想と計画(多良木町林業振興計画調査報告書， 第4章)，

1985 
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自然的樹木群の造成に関する研究

評 孝 夫

1.樹冠偏{奇量の表現

樹木群を構成する樹木個体は，環境に適応しながら成長を続けており，個々の樹形や総体として

の林形は，空間のうばい合いの経過を反映しているはずである D 樹木群の構成を動的に把える一手

段として，樹木個体の樹形に着目する乙とが有効であると考えて，樹冠の伸長の偏情などについて

検討してきた。

樹冠の偏街については，樹木の根元位置から樹冠投影形の童心へのベクトルを用いて表わす方法

が提案されているが，筆者らが開発中の植生調査データファイ Jレ化のシステムの中では， これを図

上計測でなくデータからの数値計算として扱うことが可能であるD

今年度は，その方法と 2・3の広葉樹林の調査に適用した事例について報告した。

マイクロコンピュータによる処理を前提とした現地調査方法として，①樹木位置をオフセット法

で座標値として記録すること，②樹冠形は根元位置(あるいは根元との相対位置を計測した任意の

一点〉から 4'"'-'8方向について樹冠端までの長さで記録すること，をすでに述べたD こうして得ら

れる樹冠形の周上の 4'"'-'8点の座標値を結んで樹冠形を再現する方法は，次のとおりである。

その算法は，多角形A'"'-'D…において， ABの延長上にBP = 1/2 B Cなる点Pを， DCの延長

上にCQ=1/2B Cなる点Qをとって，ムBPCの童心 M1 とムBQCの重心 M2 との中点を

もってBC間の補間点とするものである O 補聞を繰返すごとに多角形が凸方向に滑らかになって面

積がごくわずか増加するが，基本形は大きく変化しない。

乙の方法は，①中心から等距離の 4点、では正円を再現できない，②樹冠形の再現方法として数理

的根拠に欠ける，などの欠点をもっているo しかしながら，①反曲線を含む図形を既存の算法より

自然に曲線化できること，②図上計測のための樹冠投影図を現地でスケッチする方法と比較して，

樹冠形の記録という点で劣るものではないこと，などから樹冠形データとして利用に耐えると判断

できるo

以上の計算で得られる補間点はそれぞれ座標値をもっているので，任意の一点から各頂点を順次

結んで三角形をつくりながら，その童心を加算することで、多角形の重心を求めることができる。根

元位置からこの童心へのベクトルが，樹冠偏侍の方向と大きさを表わすことになるO

樹冠ベクトル解析を一連の計算処理の中に組込むことにより，ベクトノレの総和や絶対値の平均を

用いて林分全体の偏侍の傾向を同時に表わせるし， ソート機能と組合せることで階層とと，あるい

は樹種ごとなどの特性をみることが可能であるO

樹冠ベクトルに関する計算と結果の出力を短時間で自在に行えるシステムは，例えば，①樹種ご

との樹冠形成特性の解析，②過去におけるギャップの存在の推定，③樹幹解析と合わせるととによ

る成林経過の推定，など，樹木群の構造の解析に効果が期待できるO
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2.分布モデルの再現性の検討

自然的な樹木群を大規模に造成する場合，①樹種の選訳と組合せ，②樹種ごとの，および全体の

植栽密度，③樹種Cとの分布様式，④同一樹種間相互の，および他の樹種も含めた樹木間相互の間

隔の最小値，などの設計要素の決定には 自然林など既存の林分から得られる情報を活用する乙と

が望ましい。

乙の観点から開発中の配植-育成システムの中で，マイクロコンピュータで目標とする分布の型

を自動的に発生させ，配植設計やシミュレーションに応用することを試みているo その前提とし

て，各種パラメータと分布の型との関連を Io指数を用いて検定しているが， 今年度は，正規乱数

による集中分布~均等分布の再現特性について報告した。

コンピュータに組込まれたランダム関数は 0"--'1の聞の一様乱数を与えるが， これを12回加えて

6を引いた数の発生は標準正規分布に従うことが知られており，平均値Mと標準偏差Sを指定した

正規乱数を得ることができる。

これを直交座標系でx・Yそれぞれの座標値として用いれば，それらは平均値 (XM，YM) を中
心とする集中分布を示すD 集中の度合は標準偏差の大きさに規定され，標準偏差を小さく指定する

方が集中度が高い。

自然林内で密生した稚樹も，光要因などの影響で次第に一定の間隔に間百!かれていく。自動配植

設計では成林過程での無駄をさけるために，樹木相互の間隔を指定してその範囲に発生した点は棄

却することができるようにしているO この間隔Dの大きさと標準偏差Sの大きさとの関係が分布様

式に与える影響を多数のモデノレから検討し，以下のような知見を得た。

まず，植栽密度と樹木相互の間隔とについては，ある密度の配植においてその限界以上の間隔を

指定しでも配置が不可能となる距離が存在する O

さらに，期待する集中度(標準偏差の値)と樹木の間隔との関係は，植栽密度ではなく樹木の総

数に規定される o それは，高い集中度で発生される点が，すでに位置を得た樹木との間隔のために

棄却されていくと，ある数以上では新しい位置が決まるまでに膨大な時間を要するようになり，実

質上は，標準偏差の値によって植栽可能面積が限られるとみなせるからである。

これらについて相互の関係をグラフ化することにより，正規乱数による自動配植における植栽密

度と本数，および特定の分布様式で配置するためのパラメータの値との関係を得る乙とができた。

これを配植設計に用いれば，集中分布の中心を複数設定する場合や樹種Cとに分布様式を変えたい

場合にも対応することが可能となり また， この手法を自然林の調査で林相形成過程のトレースや

シミュレーションに応用する乙とにより，林形変化の予測精度の向上も期待できるo

研究成果

1 )樹木群の構成とその表現に関する研究 (V)一一樹冠偏侍の表現について一一，日林九支研

論， 39， 1986 (汰木と共著〉

2)自然的樹木群の造成に関する研究(ill)一一分布モデルの再現性の検討一一，日林九支研論，

39. 1986 
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北海道産ナラ類の生態遺伝学的研究

一遺伝資源の収集・保存，種間雑種の判定法及び多目歪性をめぐってー

宮崎安貞・井上 晋・池田武文

1.遺伝資源の収集・保存と種聞雑種の判定

遺伝資源の新規収集に当って，まず問題となるのは種間・種内の識別上で、必要な特性を調べる乙

とであるO それにも拘らず，北海道産ナラ類は天然林のなかで極めて広範かつ頻繁に自然交雑をし

ていて， したがってこの雑種性の解明は収集・保存しようとする材料の実体を明らかにする第 1歩

となる筈であるo このような観点から，本年度は北海道産ナラ類の収集を行うとともに， これらの

母樹の雑種性について新しい判定方法を提唱した。なお この研究の一部は文部省科学研究助成金

によっている。

(1) ナラ類遺伝資源の収集と保容

現地調査は1985年9月から 11月にかけて，北大，東大，九大の 8名により実施した。調査林分は

苫小牧林務署70林班，鵡川林務署40林班，富内神社境内，胆振原原種農場構内，苫小牧営林署205林

班，北大苫小牧演習林301~305林班，大樹営林署 2 林班，京大北海道演習林10林班など 8 林分であ

るo採取した堅果は九大北海道演習林4林班に新設したナラ類第2遺伝資源保存林内に播きつけ

た。乙れらは各林分から 4~24， 8林分で計150母樹家系となっているo

(2) ナラ類の葉，堅果，殻斗の13形質の遺伝力

材料は約150個体のナラ類母樹からそれぞれ正常葉10枚，堅果20個，殻斗20個を採取して諸形質の

遺伝力の推定に供した。調べた形質の数は，葉について 6形質，堅果について 4形質，殻斗につい

て3形質の計13形質である。遺伝力の推定は反復率によったが， これは分散分析における個体間の

分散成分を，それと個体内の分散成分との和で除した値で求められる。その結果， 13形質の 8林分

での平均反復率は鋸歯数の0.30から殻斗径の0.55までと比較的高い値を示した。このことは，後述

するようにナラ類指数を求めるのに用いた鋸歯数，堅果比，殻斗比がいずれも遺伝的に信頼しうる

形質であることを再確認するものであるといえよう。

(3) ナラ類指数による種間雑種の判定

ナラ類指数はコナラ属の 4樹種であるミズナラ，モンゴリナラ，カシワ， コナラ及びこれらの種

間雑種に判定するために案出された一種の判別指数であるo これは，調べた21林分における鋸歯

数，堅果比，殻斗比の 3形質に関する順位数を林分Cとに合計した値で示される D すなわち，鋸歯

数は林分平均値が小さなものから大きなものへと順位数をつけ，堅果比は堅果が偏平型から長だ円

型へと，殻斗比は深椀型から皿型へと順位数をつけた。ナラ類指数は厚真の 8から山部3ののまで

の範囲をとるととが分った。

(4) 毛型による種間雑種の判定

葉の毛型は葉の裏面に生ずる毛の形状，頻度，分布などの特徴による判別であって， これまでコ

ナラ属の分類上重視されてきている O 毛型は 1~5 型に分け，林分ごとに出現頻度を求めた口

(5) ナラ類指数と毛型

ナラ類指数8の厚真は，毛型からみるとコナラ， コナラとミズナラの雑種からなっていて，同14

の早来はコナラとカシワの雑種， コナラからなり，同20の富内はコナラとカシワの雑種，コナラか
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ら，同26の厚平内はモンゴリナラ，モンゴリナラとカシワの雑種から，同37の京大北海道演習林は

モンゴリナラとミズナラの雑種を主体としていて，同45の大樹及び同47の北大苫小牧演習林はミズ

ナラとモンゴリナラの雑種を主としているO ここで注目すべきことは，ナラ類指数は林分を構成し

ている要素樹種が異なれば，両林分の指数は互いに重なり合うことがない乙とであるo

(6) 今後の問題点

ナラ類の雑種性の判定方法は材質育種，森林遺伝資源の保存と利用などに貢献できるよう更に簡

便でしかも精度の高い方法が究明されなければならないと考えている D

2.ナラ類の多旺性に関する研究

ナラ類の種子繁殖では 1個の竪果からそれぞれ独立した複数の個体を生ずることが知られてお

り， これは堅果の多怪性(複種子性〉に由来するとされている。乙の研究の目的は，道産ナラ類に

ついて多経性保有の実態を明らかにしようとするものであり，第 1~乙稚苗育成による多肢性堅果の

検出，第2~乙成木段階まで生寄している個体の確認を行った。

(1) 稚苗育成による多怪性堅果の検出

用いた堅果は，北大雨竜演習林氏生育しているナラ類天然林から母樹別に採取した11家系の堅果

である。これらは 3 カ所に分かれ，生育地の標高は290~340mで、ある O 堅果は九大北海道演習林及

び東大北海道演習林の苗畑に母樹別にそれぞれ約100粒ずつ播いた。堅果は発芽後，多怪性堅果数及

び母樹別平均堅果重などを調査した。九大北海道演習林では播種数1，099粒のうち， 発芽数523粒

で，平均発芽率は約48%であった。発芽堅果523粒のうち多区性堅果は20粒で，平均多底率は約3.8

%となった。両苗畑を通じて高い多区率を示す母樹は，雨竜209号(17.2;ぢ)，同207号(10.6%)，

同211号 (6.6%)，同203号 (4.6%)などであり，反対に多怪性堅果が検出きれなかった母樹は雨

竜201号，同213号，同115号，同320号などであった。多底性母樹は調べた11個体のうち 7個体で，

これは調査木の約64%を占めるo平均堅果重と多膝性の関係を検討したところ，平均堅果が大きな

母樹が多腔性をもっ傾向が認められたD

(2) 天然林内の多膝性成木の確認

調べた多区性成木ナラ類の林分は，九大北海道演習林2林班の実生2次林であるo 調査は半径

10mの円形プロットについて行い，プロット内立木の位置図を作った。プロット内のナラ類のう

ち，複数樹幹群をなす株は本ごとに胸高直径，樹高を調べ，伐倒して樹齢を調べた。伐根は堀

り取って縦断し，発芽時における各個体の特に直根及び樹幹組織の独立状態を精査した。その結

果，プロット内には2本立4群， 3本立 l群，単木10本の成木とこれらの母樹と推定される 3本立

1群の老齢林が生育していた。相互独立性は，特に発芽から幼樹に育つ時期における怪からの幼根

及び幼芽の発生と発育の状況をつぶさに観察することによって確かめられ，複数樹幹の成立は萌芽

によるのではなくて，多怪性に基づくことが確認された。

(3) 今後の課題

多JIf性の研究では各群内個体の核型の調査と比較が重要であると考えられよう。その解明によっ

て双子性や半数性などが明らかになれば，天然林の遺伝資源としての新しい活用の道が期待され

るD

研究成果

1 )北海道産ナラ類の森林生態遺伝学的研究(ill)一種間雑種の判定についてー， 97回 日林論

2)北海道産ナラ類の森林生態遺伝学的研究(町〉ーナラ類の多目玉性についてー， 97回 日林論
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樹木の水分特性に関する研究

ーアカエゾマツ・トドマツの冬季乾燥害の発生機構について-

山
ω
、f-
J』 回 長に :交

はじめに

北海道において重要な造林樹種である， アカエゾマツ Piceaglehnii とトドマツ Abies

sachalinensisの新植地において， 造林木が冬期乾燥需を受け， 造林不成積地l乙陥る例が多く報

告されている O 人工造林地の適切な施業を行なうには， まず何よりも林を成立させなければなら

なt'0 

冬期乾燥害は，耐凍性を十分そなえた厳冬期に発生する被害で，凍害や霜害と異なった気象害で、

あるo被害発生は，標高，斜面の方位，傾斜度などの地形的因子，土壌凍結の深乱期間など土壌

的因子，空中湿度，風，降水量などの気象的因子と関係があることが明らかになってきている。

本来，樹木の冬期乾燥害は樹体が乾燥枯死する現象であるから，樹体の水分状態について検討を

加える必要がある。従来行なわれてきた樹体の含水量の変動を調べる研究では，樹体の水分状態を

動的にとらえることができない。そこで，新たに水ポテンシャルの概念を導入し，アカエゾマツと

トドマツの水分特性を明らかにするD そして水分特性が冬期乾燥害の発生する自然環境下でどのよ

うに変化するかを調査し，冬期乾燥害の発生機構を水分生理学的に考究する。このことから，アカ

エゾマツとトドマツの造林適地を明らかにすることを目的とする。

研究の方法

北海道演習林内に植栽されているアカエゾマツとトドマツ，そして比較のために，同じ北方系針

葉樹であるドイツトウヒとグラウカトウヒを研究材料としたO

上記の材料を用いて，葉の水ポテンシャ lレとその成分である浸透ポテンシャルおよび圧ポテンシ

ヤノレの季節変化を中心に，葉の水分特性を明らかにする D

葉の水分特性は， プレッシャーチャンパー (植物体内水分張力測定器〉 を用いて Pressure-

Volume法 (P-V法)で求める。つまり，十分吸水した葉を切り口を外に出してプレッシャーチ

ャンパーに入れ，除々に圧力を加えて，切り口から出てくる樹液量を分析用上皿電子天秤で精密に

測定すると，加えた圧力との間に直一曲線が成立する O この直一曲線より，水ポテンシャル，浸透

ポテンシャル，圧ポテンシャル，葉の含水量などの相互関係や，細胞が圧ポテンシャルを失なうと

きの水ポテンシャノレおよび相対含水率，十分吸水したときの浸透ポテンシャルなど，樹木の細胞の

水分特性を知るうえで重要な諸数値を得る。

以上の実験より得られたデータをもとに，各樹種のしおれの程度としおれの回復能力を明らかに

するD そして水分特性について得られた結果と気象データから，アカエゾマツとトドマツの冬期乾

燥害の発生機構とそれに対する抵抗性を推定する O

研究の進行状況

現在，本研究は1986年 2月から 7月までのデータを取り終え，進行中である D
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本研究の成果は， 1987年4月日本林学会大会(九州大学〉で発表する予定である。また本研究の

一部は，昭和61年度文部省科学研究費補助金によるものである。
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地形変化と土石移動現象に関する研究

丸 谷 知 己

1.渓床変動

渓床変動の研究の目的は，山地斜面から生産された土砂の下流部へ運搬されていく過程を，地形

変化に着目して把握することです。林学で対象とするフィールドはほとんどが山地斜面ですが，そ

こに生じる現象は最終的には渓流内に土砂や流木のかたちであらわれます。したがって，渓流をみ

るだけで森林の荒廃状態もある程度判断できるわけです。また渓流の荒廃が，下流部の段丘や扇状

地の森林を荒廃させることにもなります。

乙の様な現象の研究方法は まず渓流全体の特徴を巨視的 (macroscopic)に把握したのちに，

その中の要素の相互関係を考えていくという帰納的方法によります。それにはまず，渓流の底すな

わち渓床に堆積している土砂の形〈地形〉と質(土砂粒径)とを上流から下流に向かつて測定しま

す。次に，各地点が洗掘・堆積作用のいずれが強く働いた場所かを，一定の統計的方法によって分

析します。

その結果，洗掘作用の強い区間と堆積作用の強い区間とが，交互に発生しながら徐々に短くなっ

ていくことがわかりました。土砂の運搬は 大規模なものが発生した後，小規模なものが数年から

数10年間続きます。前者は集合運搬で，場所によって量的な偏りがありますが，後者は流水の作用

による個別運搬で回の洪水については数100mの区間内で、はど乙でもほば一定の量が運搬され

ます。したがって，交互発生は，数10年から数100年に l度という大規模な集合移動の痕跡の可能

性が強いのです。

このことは，渓流内の土砂をコントローノレしたり，山地斜面から生産される土砂の処理計画をた

てるために役だちます。渓流の地質，地形，森林の荒廃程度のデータがわかれば，渓流のどの位置

でどれくらいの土砂が出てくるという予測ができます。また， どの場所にどの様な砂防的処理をす

れば最も無理なく土砂が処理されるかが計画されます。そしてまた，下流部の段丘や扇状地の森林

の荒廃予測もある程度はできます。

2.谷地形

われわれは，今日にみえる地形が数1000年間続いているか，変化しでも今の地形とほぼ平行に侵

食されてきていると考えるものです。しかし，最近の火山体周辺での調査の結果，実は多くの谷地

形がいまの地形の下に埋れている乙とがわかってきたのです。その原因は，主として火山噴出物に

よる埋没です。多量の地下水が常に谷のなかを流れている様な場合は，再びそこは谷として復活す

るのですが，そうでない場合には，埋没されたまま長期間休眠しており，周囲の環境変化によって

復活することもあるのです。近年の大規模な土砂崩れにもこの形態のものが多く見られます。

谷を埋めている材料を分析すると，それが埋没された時代が明らかになります。西日本では，姶

良カルデラ(今の錦江湾)から噴出したAT火山灰と，喜界カルデラ(今の硫黄島付近〉から噴出

したアカホヤ火山灰とが厚く堆積し，時代区分に用いることができます。また， これらの間に黒色
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層がはさまれている場合，過去の森林の寄在や大規模な山火事の発生も推定することができます。

乙の結果，特に九州では，約22000年前から6300年前までの聞に最も激しい土砂の移動時期があ

り，かつての谷が現在尾根として杏在するのもこの時のものが多いようです。また，埋没している

深きが深い程，今の地表面の傾斜が急であり，埋没谷が土砂の供給源として非常に不安定な状態に

あることが推定されます。

3.学会と調査

参加した学会は主として下記の様なものでした。

( 1 )地形学連合秋孝大会(長野県王滝村~1985. 10.25~27) 

(2 )林学会九州支部会(大分県別府市~1985. 10. 5 ~ 6) 

( 3 )林学会大会(栃木県宇都宮市~1986. 4. 4 ~ 6 ) 

( 4 )地形学連合春季大会(京都府京都市~1986. 4. 19~20) 

( 5 )砂防学会(福岡県福岡市~1986. 5. 21 ~23) 

調査地域は主として下記の様なものでした。

( 1 )長野県王滝村御岳山/埋没谷の調査

(2 )和歌山県大台ガ原~竜神村/埋没谷の調査

( 3 )鳥取県大山周辺/火山灰の分布調査

( 4)島根県三隅町周辺/樹木根系と崩壊地調査

( 5 )長崎県長崎市/樹木根系と崩壊地調査

(6 )宮崎県延岡市~宮崎市/埋没谷の調査

(7 )宮崎県椎葉村/樹木年輪の調査

(8 )大分県九重町/火山地形の調査

研究発表

1 )小規模埋没谷の位置と形態について:丸谷，竹下，池本，地形7-1， 1986 

2)渓床堆積物の粒度組成と始動について長崎半島，桜島の試料を用いてー

丸谷，池本，竹下， 日林九支研論39，1986 

3 )環境情報としての樹木年輪の定量解析(1) :丸谷，荒上， 日林論， 1986 
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森林の生産管理に関する研究

青木 尊 重

森林造成のための生産管理，特に「物的な森林管理の在り方」を求めるにあたっては，幾多の問

題が考えられるo本年度は，次の題自に挑戦した。

離島(対馬〉における林地の有効利用

1.はじめに

我が国には，対馬・五島・天草・屋久島・隠岐諸島など，数多くの離島があるが，従来，乙れら

の離島における森林・林業に関する研究は， きわめて少なく，研究面からみた場合，一つの空白地

帯であった。一方， これらの離島は，そのおかれている立地条件から，経済的に恵まれていないの

で，離島振興の立場から，島の大部分を占める林地の有効利用や林業振興のありかたが論議されて

いる。乙のような現状から，我々は我が国の代表的離島の一つである長崎県の対馬をとりあげ，離

島振興の立場から，対馬全島の88%を占める林地の有効利用の方法や林業振興の方法を検討するこ

ととしTこD

このような研究が短期間で行えるものでないことは，いうまでもないと乙ろであるD そこで，今

回は，対馬における森林・林業の現状を明らかにすることにより，長伐期・短伐期併用による林地

の有効利用に関する基本的な考え方を述べるにとどめたD

本報告の内容は次のとおりである。

1.対馬の概況

II. 森林の現状

IIT. 林業の概況

町. 立地因子と人工林の生長

v. 広葉樹の幼壮齢林の林分構造
VI. 林地の利用状況

w. 対馬における林地の有効利用

本研究の現地調査・資料収集にあたっては，長崎県の本田諭吉林務課長・対馬支庁の高野斌林業

部長のほか，長崎県の関係各位より多大の御高配を賜った。また，資料の整理にあたっては，長崎

県総合農林試験場の七里成徳氏の協力に負うところが大きい。記して深甚の謝意を表する o

2.対馬における林地の有効利用

我々が，林地(森林)を利用するにあたって，経済的機能と公益的機能の調和をはかることを基

本としなければならない乙とは周知のとおりである。対馬における林地の有効利用を考えるにあ

たっても例外ではなく，経済的機能と公益的機能の調和を基本としなければならない。そこで， こ

の視点から，対馬における林地の有効利用に対する基本的な考え方を述べてみよう D

公益的機能には洪水防止・土砂の流出および崩壊防備などの国土保全・水資源のかん養さらには

自然環境の保全と形成・保健休養などの場の提供などがある。対馬では， 先に述べたように， 地

形・地質・土層などの立地因子からみた場合，大面積の皆伐施業に対して危険な個所が多く，また

環境の維持・保健休養の立場から保全しなければならない林分も多い。
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したがって，林地の有効利用法を考えるにあたっては，まず公益的機能を発揮させることを第 1

義的に考えなければならない。この乙とは，結果的に島民に対する大きな利益となってはねかえっ

てくるばかりでなく， 自然環境の保全をとおして人々に対して恩恵を与えることにもなるのであ

るo そのため，公益性を重視することは， きわめて大切なことであるといえるO

経済的機能の立場からみると，対馬において経済的に有利な林地の利用法は，立地環境および森

林・林業の現状からみて，スギ・ヒノキ等の建築用材の生産および椎茸原木の生産の場としての利

用ということになる。いずれの場合も，バランスのとれた伐採と更新を行うことにより，林地の保

全をはかるとともに 適切な保育技術を施すことにより目標とする林分に誘導しなければならな

い。目標とする林分は，スギやヒノキの場合は，木材の需要構造の長期的な展望からみて，林業経

営の立場からみれば，長伐期林業の場としての利用ということになるo したがって，その対象地域

は，立地環境がスギやヒノキの生育に適しているところに限定すべきであって，よい成績が期待で

きないところは，林地保全・自然環境保全等の面から避けるべきであるo椎茸原木林の場合には，

目標とすべき林分は， コナラ・クヌギ・アベマキ・ノク'ルミ等の落葉広葉樹の一斉林であって，林

業経営の立場からみれば，短伐期林業の場としての利用ということになるo したがって上記の原木

樹種の占める割合の多い落葉広葉樹林は，できるだけ，椎茸原木林としての生産，換言すれば，短

伐期林業の場としての利用が望まれるo常緑広葉樹林の経済的利用は，現在のと乙ろ木炭生産以外

には有効に行われていない。しかし，対馬にはタブ・クス・ウラジロガシ・スダジイなどの材質的

にすぐれた常緑広葉樹が広く分布している。したがって， これらの常緑広葉樹林の経済的にみて有

利な利用法を考えることは，対馬の産業振興上の立場から，避ける乙とはできないであろう o

以上， 要約すると， 公益的機能を重視することを基本とし， スギ・ヒノキの長伐期林業， コナ

ラ・アベマキ・ノグノレミなどの落葉広葉樹の短伐期林業を 2本の柱とした林地区分を行うことが，

(離島振興の立場からみた〉対馬における林地の有効利用法であるということができるo

林地区分に対する基本的な考え方を要約して述べれば次のとおりであるo

1.国土保全・環境保全など公益性を重視しなければならない林地を確定し，残りを経済林地と

する。

2.経済林地では，長伐期・短伐期いずれを採用するにしても，林地保全上に支障のある個所は

除く。

3. スギ・ヒノキの長伐期林業は，立地因子がスギ・ヒノキに適したと乙ろのみに限定する D 林

種転換を行う場合は，いわゆる谷筋造林を主体とし，大面積皆伐による人工林佑は行わない0

4. コナラ・アベマキ・ノクツレミなどが成立しているところは，天然更新や人工補整植栽を併用

することにより，できるだけ短伐期林業の場として活用する。

5.椎茸原木として利用できない常緑広葉樹林については，木炭の生産以外に，経済的に有利な

用途を考え，その用途に応じて，長伐期または短伐期林業の場として利用する。

上記の考え方にもとづいた林地区分を行うにあたっては，それぞれの林地の立地因子，または天

然生林にあっては樹種構成を基準として行うことになるが，具体的には，空中写真・林相図・地形

図等を併用して林地区分のモデ、ルを作製し，それにもとづいて実施するのが妥当と考えられる o

今後，できるだけ早い機会に， このモデル作製を行いたいと考えている。

3. 研究組織
青木尊重・柿原道喜・西村五月(長崎県総合農林試験場林業経営科長)

4. 研究発表
柿原道喜・青木尊重・西村五月:対馬における森林経営(1 )森林・林業の概況 (97回目林論

に発表〉
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森林施業?と関する研究

柿 原 道 宣同

1.間伐試験地の設定

人工林の直径分布にワイブ、ノレ分布をあてはめ，ワイブ、ルパラメータ a，b， cの動きから，樹種，

品種，林齢，間伐により，直径分布がどのように変化するかについて研究を続けてきた。しかし，

これまでの研究は，計算によって得られたパラメータについて行ったものであって，実際に，その

ような林分が存在していたのではなかった。そこで， ワイブ、Jレ分布にしたがう直径分布をもっ林分

が，年数の経過とともにどのように変化するかを知るため，間伐を行うことにより， ワイブ、ル分布

にしたがう直径分布をもっ林分(間伐試験地〉を設定した。試験地設定林分は，粕屋地方演習林12

林班に所在する28年生スギ人工林(クモトオシ.ホンスギ，アヤスギ， ヒゴメアサ，タノアカの 5

品種)である o

あらかじめ，間伐直後林分のワイブルパラメータをきめ， このワイブソレパラメータを用いて間伐

後林分の直径階別本数を計算した。次に，間伐前本数より間伐後本数を差し引く乙とにより各直径

階の間伐木本数を求め，次に，立木の形質，配置を考慮して間伐木を選定した。昭和61年 3月，間

伐木を伐倒して試験地設定を完了した。

2.品種，林齢，地域の違いが人工林の直径分布におよぽす影響

人工林の直径分布について これまで、行ってきた研究は 単一因子，例えば，樹種あるいは林齢

により， ワイブ、Jレパラメータが， どのように変化するかを明らかにしようとするもであって 2因

子あるいは 3因子の組合せによる影響が ワイブ、ルパラメータに現われているかという乙とについ

ては行われていない。そこで，スギ品種試験地の調査資料を用い，人工林の直径分布に影響をおよ

ぼすと考えられる 3つの因子，すなわち，品種，林齢，地域(立地因子〉をとりあげ，各因子がワ

イブルパラメータ a，b， c におよぽす主効果，交互作用について検討した。その結果，得られた

興味深い知見は，地域の主効果および品種と地域，品種と林齢 (cのみ〉の交互作用の存在が認め

られたことであった。

地域差は，立地因子の差であるので，地域の主効果の存在は，立地因子の違いによる林分生長の

差が，直径分布に現われていることを示すものとみることができるo 交互作用の存在は，直径分布

の地域差，林齢の増加に伴なう直径分布の変化が，品種により，かなり異なることを示すものであ

る。したがって，スギ品種は，それぞれの品種のもつ特性とそれぞれの地域の立地因子の相乗効果

のもとに生長し，各品種ごとに，地域，林齢に応じた直径分布を呈すようになるということができ

るO いずれにせよ，地域(立地因子)の差が直径分布と密接な関係をもっているというととは，興

味深い情報であるo

3.カラマツ固定プロットの調査

北海道地方演習林に設定しであるカラマツ閤定プロットのー調査を行った。一部のプロットは，昭
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和56年の風害により，本数が著しく減少し，固定プロットとしての機能を発揮できなくなってい

た。これらプロットのとり扱いについて，今後，検討する予定である。なお，調査結果は，一「北海

道地方演習林調査資料」のところに報告した。

4.その他

文部省科学研究費(離島における長伐期・短伐期併用による林地の有効利用に関する研究，研究

代表者:青木尊重〉により，対馬における森林経営のありかたについて検討した。その結果，長伐

期・短伐期を併用して林地の有効利用をはかるために，まず，空中写真，地形図，林相図などを併

用して，林地区分のモデノレを作製することが必要であることを認めたc

文部省科学研究費(地域の社会環境に適応した合自然的森林施業の技術体系に関する研究，研究

代表者:赤井龍男〉により，九州地方の集約度の異なる森林施業法についての実態調査を行った。

本研究は 2年度にわたるものであって，本年度は，集約林業，組放林業の事例調査を中心に実施し

た。

前年度報告したワイブノレ分布を用いた施業試験のうち，間伐によるワイブルパラメータ a，b， C 

の変佑，および，収穫表のワイブ、ルパラメータの推定について，一部資料の補足を行い，その結果

を農学部紀要に発表した。

以上のほか，北海道のミズナラ突然林の直径分布の特色を， ワイプル分布を用いて解析し 2，

3の知見を得た。また，スギ， ヒノキ人工林の直径分布の違いについて検討し，両者間の相違点を

明らかにするとともに，間伐上の課題について考察した。これらは，次年度にとりまとめ，報告す

る予定であるo

研究成果

人工林の直径分布についてくXV):日林九支研論

(XVI) : 97回日林論

対馬における森林経営(1 ) : 97回日林論

品種， 林齢， 地域の違いがスギ人工林の直径分布におよぼす影響:林統研誌， No.ll 離島に

おける長伐期・短伐期併用による林地の有効利用に関する研究:昭和60年度科学研究費補助金

(一般研究C)研究成果報告書

Analysis of the diameter distribution of plantations using the Weibull distribution.: 

J. Fac. Agr.， Kyushu Univ.， 30 
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森林組織に関する研究

人戸

7 田 盛生

森林組織は，林業経営の物的技術的組織を対象とする分野であって，事業区に必要とする各種設

備(主要生産設備としての生産林木蓄積，付帯設備としての林道・山土場・保護樹帯など)の静的

な空間配置を基本的内容とするものであり，森林経理の前段的技術過程に相当するものであるo

1.森林組織論に関する研究

森林組織という技術分野の理論体系である森林組織論について研究を重ね，その本質に関連する

部分については種々の機会を通じて発表してきた。それらを総括して森林組織論の基本体系の構築

を試み， 日林誌(第68巻6月号， 215'"'-'225， 1986)に発表した。乙こでは，その概要を明らかにす

るD

森林組織論が実際の林業経営に適用されるのは，個々の林業経営体が保有する事業区の基本構造

計画すなわち森林組織計画を策定する場合で，たとえば次のような場合に相当する。

① ある林業経営体が事業区を創設した場合

② 既設事業区(その一部分区域の場合も含む〉の経営方針を根本的に変更した場合

③ 既設事業区の経営方針を大幅に修正した場合(山火・暴風などによる大被害の発生に起因〉

その森林組織計画の基本的策定手順は，下図に示すように調査→基本組織→細部組織→現地標示

であるO 森林組織論は，それの林業経営における実践性を重視して， 乙の基本的策定手順を基軸と

して体系化すべきである。

その森林組織論の基本体系を示すと次のとおりである O なお， ここでは基本体系の提起が目的で

あるから，章・節のなかに必要に応じて設ける総説・小括などの基本体系に直接関連しない部分は

省略されているO

第 1節

第 2節

第2章調

第 1節

第 2節

森林組織論の本質

森林組織計画の基本的手順

査

森林調査

関連調査

一
回「

J

一

ι

一

回
「

i

一

時

一

織

i
織

一

世

坦

一

，

、

崎

川

什

，

苅

司

叫

川

査

一

本

部

調

一

基

細

階

階

階

段

段

段

第

第

第

第 1章序説

仁

第 3章基本組織

第 1節生産外地の区画

第 2節作業級の区画

第 3節幹線林道路線の選定

第4章細部組織

第 1節主要生産設備の配置

第 2節付帯設備の配置

第IV段階現地標示

f:開始 l:終了 経過期間

森林組織計画の基本的策定手順

注〉各段階は，それぞれ一部が重複し，相互に

フィードパックを繰り返しながら進行して

ゆく。



20 

第 3節 小班の設定...・H ・...・H ・...…・(各種の単位設備区画を小班とみなす)

第4節 目標年伐量の予測...・H ・-…・(目標とする森林組織状態への誘導完了後の年産能力〉

第 5章現地標示

第 1節基礎区画の標示...・H ・....・H ・(事業区界・林班界の標示〉

第 2節 組織区画の標示・…...・H ・-…(作業級界・伐採列区界・択伐区界等の標示〉

付章森林作業法(森林組織方式)各説

第 1節帯状画伐作業法……H ・H ・...(目標林分・育林工程・目標空間配置計画・適用状況〉

第2節模状傘伐作業法…H ・H ・..…・( 同 上 〉

第 3節交互帯状皆伐作業法...・H ・..( 同 上 〉

第4節交互区画皆伐作業法...・H ・..( 同 上 〉

第 5節細胞式舌状皆伐作業法……( 同 上 〉

2.森林作業法に関する研究

森林作業法〈森林組織方式〉は，与えられた特定作業級の連年生産が可能なように設計された各

種設備の目標空間配置方式であって 前述の森林組織論に体系化されている一般的手法の特定作業

級への適用結果といえる o 乙の森林作業法の本年度における研究概要は次のとおりである。

1 )細胞式舌状皆伐作業法の適用試験

との森林作業法は， 1971年に，本学北海道地方演習林(総面積約九735hα〉の南部一帯の広葉樹

天然生林約1，000加を一作業級と想定して今回が設計したものであるが， 実際にはその一部に設定

された「ミズナラ構造林保続生産林への誘導試験林J(約200hα)を対象としてこの森林作業法の適
用試験が開始された。

本年度は，その適用試験の第E誘導計画期第4年度(通算14年度〉にあたるが，その適用試験結

果は本年報の「継続試験地調査資料:北海道地方演習林Jに示している。
2)南九州の常緑広葉樹林に適応した森林作業法の研究

南九州の常緑広葉樹林が生産・保全の両面で重視されているのに対応し，それに適した森林作業

法の研究に着手した。その研究の一環として，南九州の針葉樹幼齢造林地に侵入した常緑広葉樹の

実態を調査した。その調査結果は， 97回日林論に投稿したが，その概要は次のとおりである。

南九州の針葉樹幼齢造林地には， 常緑広葉樹が高密度で侵入しており， そのなかにはカシ・イ

ス・タブなどの有用樹種が比較的多く混生し，その樹高生長状態は植栽樹のスギ・ヒノキとほぼ同

等である O それらの有用樹積は耐陰力が大きいから，当地方の針葉樹幼齢造林地を有用広業樹を下

唐木としスギ・ヒノキを上層木とする複層林型へ誘導し得る可能性は大きt'o

研究成果

1 )今回盛生:森林調査に対応した「林班調査分区」の区画と「森林実態調査簿」の調製， 日林

九支研論， 38， 25~26， 1985 

2)今回盛生:ヤクスギ群状択伐作業法の基本設計とその適用実験林の設定， 日林誌， 68 ( 1 )， 

35~40. 1986 

3 )今回盛生:森林組織論の本質とその基本体系， 日;林誌， 68 (6)， 215~225， 1986 

4)今回盛生:林業の補助生産設備， 日林九支研論， 39， (投稿中〉

ラ〉今回盛生・甲斐重貴:南九州における針葉樹幼齢造林地への常緑広葉樹の侵入 97回日林

論， (印刷中〉
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特用林産に関する研究

一菌床栽培きのこの現状と課題-

土
口 良今朝芳

きのこの栽培形態は原木栽培と菌床栽培とに大別されるが， 原木栽培は原木不足と原木価の上

昇，担い手の高齢化，生産の不安定性などから伸び悩み状態である。一方菌床栽培はこれらの問題

点を解決しながら大きな伸びを示してきているO そこで今回は生食きのこの主流となった菌床栽培

きのこについてみるD

1.安定的な伸びを示す生食きのこの生産

生食きのこの生産は近年急速に伸び， この10年聞に1.7倍に増加しているD これに伴って国民 1

人当たりの年消費量も 1.56kgを記録しているD この背景には，食生活の変化と自然食品，健康食品

への強い需要が考えられる D

まず， きのこの品目別生産量の推移をみると表-1のとおりであるD 第 1位は生しいたけの41.1 

%，第2位がえのきたけのお.2，$ぢ， この 2品目で生食きのこ全体の76.3労を占めるo ついで，なめ

この10.9必，ひらたけの 8.2%がこれにつづいている。一方，生産の伸び率をみると対50年比では

表ー1 生食きのこの生産量の推移(トン) 著しい伸びを示しているのが， しろたもぎたけ(商品

ベミ;二年反了 I m1 hh  I It一一 名ホンシメジ)とまいたげである。ついでひらたけの

品目 \~I 昭 50 I昭 55I ffi3 59 4. 6倍， なめこの1.7倍， えのきたけの1.7倍となっ
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ている D これらのきのこはいずれも菌床栽培法による

ものである O したがって，今日のきのこ栽培は生しい

たけを除いて，菌床栽培が主流となった。とくになめ

乙は原木栽培から菌床栽培への転換によって大きく伸

びているo これに比べて原木を使用する生しいたけ栽

培はこの間1.3倍の低い伸びにとどまっている o

また，生産額もj順調な伸びを示しており，生産量の注)林野庁林産課:特用林産物需給表より
作成した。

伸びとともに注目される o こうした価格動向を背景

に，近年は農林家の生産意欲が旺盛で，設備投資も活発化しているD そこで菌床栽培きのこの代表

格であるえのきたけを事例に取り上げ，その現状と課題について述べる。

2.えのきたけの生産と消費の現状
えのきたけの生産量のこの10年間の推移をみると表-2のとおりであるD 産地別にみると長野県

のシェアが圧倒的に高く， 独占的で49年が86.4労であり， 59年にはやや低下し 70.9%となってい

るO ついで大分県が第2位で 3.6%，福岡県が第 3位で 3.0%，鹿児島県が第6位で1.3%， 熊本

県が第7位で1.2，$ちとなっていて， 九州のシェアは11.3%1乙達している D しかもこの10年間の伸び

率をみると長野県がしラ倍， 大分県が8.8倍， 福岡県が10.7倍， 嵐児島県が5.0倍， 熊本県が4.3

倍となっていて，九州に主産地が形成されつつあることがわかるD

また， えのきたけの生産額は昭和59年が427億円で， 生しいたげについで生食きの乙類のなかで

第2位の規模になっている。しかも59年には生産量・，生産額とも過去最高を記録している。このえ

のきたけは40年代後半から生産，価格ともに上昇し，旺盛な需要を背景に順調な伸びを示していた
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表-2 えのきたけの生産量の推移(単位:トン〉

年次l長野|大分!福岡|熊本|全国
昭和49年 29，500 261 183 169 34， 148 

50 32，000 436 221 460 37，497 

51 31， 760 299 354 212 38，973 

52 32，546 646 500 396 41， 843 

53 36，711 940 807 498 48，811 

54 37，926 925 1，263 570 51， 853 

55 38，556 833 1， 165 868 52，565 

56 38，991 1，370 1， 374 648 53，282 

57 35，502 1，536 1，476 664 50，985 

58 39，282 1，910 1， 732 712 55， 769 

59 44，843 2，302 1，957 733 63，283 

が， 50年代に入ってやや生産過剰傾向があ

らわれ，価格の低迷が続いた。しかし58，

59年には再び価格の上昇に伴ない生産は活

発化している O このように年次別の推移で

は需要拡大が順調に行われてきたといえる

が， しかし単年度の中身をみると季節的な

変動はまだかなり大きい口とくに夏期にお

ける消費の低迷は，周年化で増産を図って

きたえのきたけ生産にとって決定的なマイ

ナス要因となっているO

さらに，生産者の動向をみると，全国で

51年が6，178戸の生産者数で， その後年々

注〉林野庁林産課:きのこ関連統計表より作成した。 減少し 59年には 4，191戸とこの10年間に

32%の減少となっている O しいたけに比べて生産量の割には生産者が少なく， きのこの中でも最も

施設集約的な生産が行われていて戸当たりの生産規模も最も大きい状況下にあるO つまり生産

規模別の生産者数をみると 10"-'30トン規模の生産者が全体の 4割近くを占め最も多く，他のきのこ

類と還って規模の大きい階層の方が多く， 10トン以上の生産者は全体の約 5割を占める。逆に10ト

ン以下の生産者は年々減少する傾向にあり，両極への分化が進んでいる D こうした規模の大型化は

収益性の面からみると年間の稼働率を高め，スケーノレメリットを追求しなければならないという経

営的に難しい側面もあるO

ついで， えのきたけの消費の動向をみると表-3のとおりであり，生産者の増加とともに国民 1

人当たりの消費量も順調な伸びを示していることがわかるo

表-3 えのきたけの国民1人当たり 3.えのきたけ生産の課題
の消費量 えのきたけの生産はオガ屑を使う菌床栽培法で，空調施

年次|生産量|ら ~I抽選 設による周年栽培が他のきのこ日駆けて確立し，長野県

で定着したが， 近年はこの栽培法が全国的に普及してい

る。とくに九州地方では この栽培法の普及とともに施設

の大型化が急速に進みつつある。その背景には気象条件に

左右されるしいたけ生産と異なり，需要に合せた計画的な

生産・出荷が出来ることにある O 特に特産地長野県では過

去に価格の下落を防ぐため出荷調整をおこなっている o し

たがって今後は産地の広域化とともにこうした需要に見合

トン
103千，70人0 

g 
昭 45年 10，914 105 

(前回50比労) 37(3，44937 ) 111(，190070 ) (33193) 5 

55 52(，14506) 5 117(，101040 ) (143438 ) ( 11 ) 

59 63(，122803 ) 119(，1O0020 ) (15128〉7 (υ 〉

った計画的な生産・出荷体制をどのようにして確立するか，またえのきたけの生産で決定的なマイ

ナス面となっている夏期の消費低迷をどのように克服し，年間需要の平準化を図るか，年間平均し

た稼働率の維持と同様に重要な課題である o

いずれにしても，えのきたけを含む菌床栽培のきのこ類は，全国どこででも栽培が可能であり，

産地を特定することは不可能であるo そうなると当然の乙とながら産地問競争は益々激化する乙と

が予想されるo したがって産地では， この産地問競争に打ち勝つ方策を市場調査を含めて，独自に

確立する必要があろう。

研究成果

1 )吉良今朝芳:しいたけ原木の生産と流通林業経済 Nα440，7 -----16， 1985. 6 

2)吉良今朝芳・堺 正紘・遠藤日雄:しいたけ原木の生産と流通(1 )日林九支研論， 39(印刷中〉

3 )吉良今朝芳・南寿敏郎:特用林産に関する研究 (W) 日林九支研論， 39 (印刷中〉
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きのこ栽培に関する資源学的研究

ーシイタケの菌床栽培に関する研究-

大 賀 祥 治

1.添加物の投与について

菌床栽培(木粉と米ヌカを混合した培養基でシイタケを生産する手法〉において，数種の添加物

を栄養分の補給という観点から種菌接種時に加えて，その効果を検討している。原木栽培での添加

物の投与については，すでに顕著な効果が明らかにされているO これは，脱脂綿挿入法で検討した

ものであり，菌糸の初期蔓延促進作用がみられ， さらに，子実体発生量の増加が認められた。

菌床栽培でも Fig.1， Table. 1に示すように効果が期待できる結果が得られている D

100 

な:M1IDl

TABLE 1 FRUIT-BODY PRODUCTION OF LENTINUS 
EDODES ON THE SAWDUST-RICEBAN MEDIA 
CONTAINING ADDITIVE 

。
F ・J
~ 50 

\~ELSH ON ION CoNTROL 

OJ 
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Fig. 1 Mycelial growth ratio of 
Lentmus edodes on the sawdust-
ricebran medium containing 
additive 

TOTAL YIELD (NLMBER) OF FRUIT-回IDYON 1J∞ M印 IA，

SPAWN RUN TJME IS 120 DAYS AND PRODUCTION TIME IS 30 DAYS， 

2.炭酸ガス放出量について(シャーレ試験〉
ほだ木あるいは菌床から発生する炭酸ガスはシイタヶ菌糸の蔓延度(熟度〉を把握する重要な手段

であるO また，特に，菌床栽培では放出される炭酸ガス量は菌糸の伸長や子実体の発生に大きな影響

を与え，室内環境の制御という観点から重要な問題であると考えられるO そこで，菌床から放出さ

れる炭酸ガスについて検討を加えた。その結果 Fig.2が得られ，植菌直後の菌糸伸長時と培養120

日目(低温処理による原基形成〉に炭酸ガス放出量の増加ピークが帯在することが明らかにされた。
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Fig. 2 Time courses CO2 emission s from sawdust medium. 
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3.菌床内の温度分布ならびに炭酸ガス放出について(菌床試験)

菌床内に熱電対温度センサーを挿入し， 各部位の温度変化を継時的に測定した (A: R= 0， 

B : R = 30， C : R = 60， D :培養室温度〉。培養開始より急激な温度の上昇がみられた後，ゆるや

かに降下し，ほぽ，一定値をとることが分った。また，菌床内部ほど温度が高くなっており， 乙の

傾向は培養が進んでも変化はみられなかった。
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Fig. 3 Time courses of temperature in the cultivation bed and CO2 emissions 
from the medium 

4.光と炭酸ガス放出量の関係について

..C 

D 

80 

培養室内で12時間おきに明培養(lQOlux) と暗培養をくり返し，炭酸ガス放出量について検討し

た結果，顕著な差が認められた。室内が 1000ppmに達するとファンが作動し，炭酸ガス濃度を下

げるように設定しているo Fig. 4 ~乙示すとおり，暗培養では 12時間あたりで 10回ファンが作動した

のに比べ，明培養では同時間で 3回しか作動しておらず，明らかに明培養下では菌糸の時吸活動が

低下していることが分った。
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Fig.4 Relationship between light intensity and C03 concentration in the incubation room. 

研究成果

大賀祥治:きの乙栽培に関する資源学的研究(第6報〉シイタケ栽培におけるほだ木への添加

物投与が菌糸生長ならびに子実体発生におよぼす影響，木材学会誌， 32， 545-551， 1986 


